
平成 24年・第 2回理事会 会議録

規約第 16条の規程により会議録を調整する。

(1)会議の期日 尋乙りげを244■ 7月 21日 9,00～ 12.00

(2)会議の場所 北本市文化センター研修室

(3)出席及び欠席者の氏名 別紙名簿のとお り

(→ 会議に付した事件及び議事の経過 事件は別紙資料、議事の経過は31J記

会議に付した事件及び議事の経過

司会・開会の言葉 司会・小原副理事長、開会の辞・田中
~Nl会
長

会長あいさつ 鈴木会長・事業は順調に推移している。県の主催事業が 25件、後

援事業が 20件あり多忙である。議論・調整されて提出した議案の審

議をお願いしたい。

理事会成立宣言 理事出席者 18名、欠席 4名の参カロで成立宣言

議  長 黒澤理事長

書記の指名 事務局 奥村登美子

議事録署名人の選任 三谷良明(春日部前理事・斉木勝次郎011越紛理事

○会議録署名理事の指名

議長・会議録署名理事を指名いたします。本理事会の会議録黎 理事は、規約第 17条 3項の規

定により、私よりご臨 申し上げます。 三谷理事、斉木理事を指名いたします。
○配布資料の確認。

議長・本日の資料は、平成 24年定例理事会資料です。

○諸般の報告01紙)

石井事務局長より、前理事会から今回理事会に至るまでの、県連事業・会議等の報告、及び資

料の配布。

○議事日程の説明

議長・本日会長より上程されました議題は、理事会資料の議事日程のとおりです。

○協会に対する一般質問

議長・協会に対する一般質問はありませんので省略いたします。

会議に付した事件及び議事

1協
―
について

○議題 1「事務局員及び広報委員長の変更について」を議題とします。

説明・鈴木会長 この件に関しては、家庭からの要請を受けた地元会長からの報告に基づき対応
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してきたが改善の兆しがない。県大会の折、正副会長及び正副理事長、地元会長を含めて対

応協 議し,電 本人は反省でも工い とヽした。総合的に判断をした結果 6月 4日 に決断し申し渡

した。広報委員会の提案は、委員長藤山典彦(寄居町)、 副委員長富下靖弘、書記広瀬徳子、

委員清水照美さんです。

議長・事務局職員については規約 27条により、理事会の承認が必要であります。広報委員長につ

いては、専Fl委員会規程 5条 2項により変更がありまし亀 変更による報告翻 しております。

(事務局職員の変更は)会長提案のとおり承認することにご異議ありませんか。

執行部の提案どおり、異議なしで承認

○議題 2「平成 24年度事業計画の一部変更について」を記題とします。

説明・石井事務局長 (1)平成 24年度の新春大会については、開催期日を平成 25年 1月 28～29

日に変更すること。業者の決定についてはこれから「見積書」をもとに決定する事。宿泊はサン

ハトヤ、プレーは中伊豆志太スタジアム、懇親会場はガ ターとする事の内容です。②平成 24

年度の総会会場については、早期申し込みの関係から、平成 25年 4月 27日 開催として会場は

ソニックシティを2室借上げ、総会縁 彰式会議室とするこ≧ 祝賀会・懇親会場を東天紅とする

内容です。理事会で提案された指摘事項を調整して対応することといたしまり電 ③平成 24年

度レディス大会の参加費については、参加費の現行600円を1,000円に増額する事です。日本

協会からの助成を今年度から受けられないこととなり、その分が減額対象となり、不足金額を参

加費で対応嗅0とするものです。

議長・理事会でのやり取りが生かされており、大規模な人員を動かすための対応する時間等の余

裕を考えれば、ここで理解をいただくことが必要です。

質疑がありませんので質疑を終結します。

執行部の提案どおり、異議なしで承認

○議題 3『上級指導者制度規程について」4規鍵:とします。

説明・石井事務局長 従来の規程に上級指導者の資格復活に関する規定を追加するものであり、

資絡の有効期限以後も貢献している人の資格を復活させる。条文については、資料提案の概

要をもとに事務調査を行い、10月 の定例会に提出する予定です。第 5条の資格認定でのネー

ムプレートをバッジに変更することも想定しております。

議長・提案資料では改正部分がわかりにくい。指導者制度の規程案ではなく、一部改正として提

案し、新旧対象文で分かりやすい表示をお願いしたい。

質疑がありませんので質疑を終結します。

執行部の提案どおり、異議なしで承認



○議題 4「埼玉県グラウンド・ゴルフ協会の細則規程について」な議題とします。

説明・石井事務局長 理事研修会で提案されている規約の改正についての提案事項であります。

(1)表彰規程の見直しです。表彰対象を6年から3年に短縮し、取りやめたスポーツレクリェーシ

ョン祭の表彰をHll除して、新たに全国レデンfス大会を加える提案です。さらに県協会派遣大会に

ついては、派遣三大会を①秋田太田南部忠平杯②南部忠平杯宮古島大会③鳥取県発祥地大

会と明文化する。(2)会員数の確定に伴う別表の修正を行います。10月から新たな会員数の統

計数字が今後の基礎となります。これらの改正については 10月 定例会での変更を目指気 の

です。

議長・質疑がありませんので質疑難 します。

執行部の提案どおり、異議なしで承認

○議題 5「協賛募集について」を議題とします。

説明・石井事務局長 協会主催の大会に協賛するものを、大会冊子に掲載する事業です。

年間契約として、協賛金 5万円、展示販売店の解説や宣伝チラシの配布を認める。契約期間

については9月 1日から8月 31日までの一年間誇 る概要です。

小島。(協賛事業に応募する)業者の制限についてはありますか。

石井事務局長・全国大会、関東大会爾 の業者を考えている。その他の業者についてはその都

度検討します。

議長・質疑が終了しましたので質疑を終結します。

執行部の提案どおり、異議なしで承認

議長。ここで暫時休憩します 10.26

議長・休憩を解いて再開します。10.40

0議題 6「普及指導員申請基準について」を議題とします。

説明・石井事務局長 日本グラウンド・ゴルフ協会、日本体育協会埼玉県グラウンド・ゴルフ協会に

おける普及指導員の資格取得に対する基準を明確化して、取得できる目安と選考基準翻 らか

にしたい。

小原。日本グラウンド・ゴルフ協会マスターサミットにおける更新予定者が満たない時の対応は

石井事務局長・満たない時は対象者での対応を考えている。

小りII・ 申請書の様式はどうするのか

石井事務局長。今回は省略しまし,L

議長・質疑が終わりましたので質疑を終結します。



執行部の提案どおり、異議なしで承認

○議題 7「後援大会補助規程について」を議題とします。

説明・石井事務局長 総会で後援大会への予算を承認していただいた。この基準については運営

会議で煮詰め理事会で対応していく予定だが、総会で承認されている行事については申請を

省略して対応する。大会規模に応じて、三段階を考えている。後援する価値のあるものに後援

する。

稲葉・2市 1町で200人規模の大会だが、この鍋 対象力、大会に対する県協会会長の表彰状・

賞状に対する見解はどう力、

石井事務局長・大会があり、登録団体が複数については申請していただく。賞状について必要が

あれば賞状は出す。

野川。来賓や祝辞のあて先はどうするのか。

石井事務局長・事務局あてに連絡していただければ、会長には報告の連絡をする。

小りll・私の関係する南部大会は、実行委員会大会であり、賞状の名義が実行委員長か、県会長

か苦慮している。

鈴木会長・他地区の実情を聞いてから良い知恵を出したいと考えている。

野川・東部地区は、主管は開催する団体が行つているが、実行委員会名で対応している。

藤井副会長・熊谷市は会長、北部|ま鈴木県会長名で対応している。

小島・県の後援は申請のあつたものをすべて認めて行つて良いもの力、

鈴木会長・大会の形態は、プロックや郡単位等従来からの依頼申請もある。協会としては、「形」が

参加者に見えるように規模・内容について判断をしていきたい。

石井事務局長・登録団体から多数の後援依鵜 予想され、後援基準に合わせて審査し、実施する

形態は残したい。

議長・後援基準を明確にすることによって、後援の何を審査するのか、基準がしっかりしていれば

登録団体が申請し会長が許可すればよい。今後は①後援基準の規程を策定謝 応すべきだ。

②今年の総会で承離 れている後援団体行事については、申請書類を省略して後援し、

③大会補助金の規模は三段階に応じて予算内で処理していくことの了承を理事会に求めたもの

として処理いたします。質疑が終了しましたので質疑を終結します。

議長の提案どおり、異謝ふしで承認

○議題 8「埼玉県グラウンド・ゴルフ協会役員及び評議員選出規程についてJを議題とします。

説明・石井事務局長 埼玉県グラウンド・ゴルフ協会役員及び評議員の選出規程第 5条評議員に

ついて、及び第 8条理事についての選出基準の変更は、選出母体となる会員数が7月 15日現

在で13,282名です。これは、前年に比べてマイナス250名です。協会は 9月末の登録数によ

つて試算決定し、その結果をもとに鴫り表・登録会員地区割り表」を調整し、lo月 の定例会に選



議規程の一部改正案を提出する事の了承を求めるものです。

議長・質疑がありませんので質疑を終結します。

執行部の提案どおり、異議なしで承認

○議題 9「平成25年度行事開催候補地について」蓬縄樫Eとします。

説明・石井事務局長 次年度開催する県大会の開催地の決定をし、準備作業に入りたいと考えて

おります。大会と開催地については①さいたま市・秋季大会②羽生市・夏季大会③越谷市・役

員大会④加須市レディス大会(が薄難隷⑤ゆうちょ大会・熊谷ドーム⑥選手権大会・熊谷スポー

ツ文化会館⑦祭り大会・東部杉戸町・西部りII越市・南部上尾市・北部熊谷市の予定です。

鈴木会長・祭り大会南部会場については上尾市を北本市に変更してほしい。

議長・私(北本市)は変更について今日間いた話であり、即答はできません。変更することは了承し

ますが、関係者と協議して決定していただきたい。その部分だけ保留とし、開催地の一任をお願

いは 九

保留を除き執行部の提案どおり、異議なしで承認

○議題⑩「外部派遣について」を議題とします。

説明・石井事務局長 埼玉県からの参加スタンスは①秋田大田南部忠平杯グラウンド・ゴルフ大会

は二泊三日で実施したい。②南部患平杯富古島グラウンド・ゴルフ大会は、三泊四日で実施を

予定している。

執行部の提案どおり、異識 しで承認

2報告事項について

議長・報告事項の説明を求めます。

資料については読めば分力るので報告は要領よくお願いします。

石井事務局長・1.メイリングリスト実施状況と今後の対応について。実施については10月までは従

来方法との併用制とする。大会冊子等の発行部数は従来通り行う。

議長・ノイリングリストは本来 IT委員会の仕事と考えるが、内部の問題として連携を取つてしつかり

やつてほしい。

石井事務局長・IT委員会との連絡はメールで行つている。

石井事務局長・2.グラウンド・ゴルフの普及振興について。特別委員会としてマスター会及びレディ

ス会の発足は10月 には間に合わない。いつやるか、どうやるかについて説明の段階であり、事

後に報告したい。

議長・専F電委員会の報告事項を許します。

岩楯 F委員長・事務の合理化講習会を四地区の会場でそれぞれ実施する。



澁澤指導者育成委員長・三級。上級者試験の今年の状況は27登録団体からの参加で、112名の

全員が合格した。上級指導者研修交流会は32登録団体から370名の参加を得て実施できた。

高島プレー運営委員長・プレーオフの方法を日本協会仕様の方法に変更する。

藤山広報委員長。今回広報委員長に就任しました。

石井総務委員長・各大会の成績について報告

報告事項については執行部の報告通り承認。

3その他事項について

その他事項はなし。

議長・以上をもつて平成 24年7月 理事会定例会を開会します。 11.55

開会の言葉・吉村副会長

平成 24年 7月 25日

会議録は適正であります。

署名人 春日都市 三谷 良明   印

署名人 川越市  斉木勝次郎   印


